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「
鶏
肉
の
レ
モ
ン
漬
け
」Ｐ
Ｒ

人
気
給
食
を
名
物
に

人
気
給
食
を
名
物
に

市
内
飲
食
店
が
団
体
設
立

虚
偽
の
医
療
事
故
報
告
書

医
師
２
人
を
懲
戒
処
分

　

赤
穂
市
の
学
校
給
食
で

生
ま
れ
た
人
気
料
理
「
鶏

肉
の
レ
モ
ン
漬
け
」
を
地

域
活
性
化
に
役
立
て
よ
う

用
と
名
誉
を
著
し
く
傷
つ

け
る
も
の
」
と
判
断
。
１

人
を
減
給
１０
分
の
１
（
３

か
月
）、
も
う
１
人
を
戒

告
と
す
る
懲
戒
処
分
を
行

っ
た
。
２
人
の
処
分
内
容

が
異
な
っ
た
理
由
に
つ
い

て
病
院
は
「
立
場
が
主
と

従
の
関
係
に
あ
る
た
め
」

（
総
務
課
）
と
説
明
し

た
。

　

こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

は
、
２４
年
１０
月
に
兵
庫
県

警
捜
査
１
課
と
赤
穂
署

が
、
手
術
を
執
刀
し
た
脳

神
経
外
科
の
医
師
＝
依
願

退
職
＝
と
助
手
を
務
め
た

科
長
、
同
僚
医
師
の
計
３

人
を
有
印
公
文
書
偽
造
・

同
行
使
の
疑
い
で
神
戸
地

検
姫
路
支
部
へ
書
類
送

検
。
同
年
１２
月
に
３
人
と

も
不
起
訴
と
な
っ
た
。

　

懲
戒
処
分
が
医
療
事
故

か
ら
約
７
年
が
経
過
し
た

時
期
に
な
っ
た
理
由
に
つ

い
て
同
課
は
「
本
件
に
関

連
す
る
民
事
訴
訟
の
判
決

が
昨
年
度
に
確
定
し
た
こ

と
を
受
け
、
懲
戒
審
査
を

行
っ
た
た
め
」
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
手
術
を
執
刀

し
た
医
師
に
つ
い
て
は

「
す
で
に
退
職
し
て
い
る

た
め
、
懲
戒
処
分
の
対
象

に
な
ら
な
い
」
と
し
て
い

る
。

　 　

　 　

　 　

寒
川
由
美
子
さ
ん
が
新
著

『
失
敗
し
な
い
マ
ナ
ー
』

１０
日
に
赤
穂
で
販
売
会

が
２
０
０
６
年
に
初
開
催

さ
れ
て
以
降
、
地
域
で
日

常
的
に
食
べ
ら
れ
て
い
る

料
理
を
ま
ち
お
こ
し
に
活

用
す
る
取
り
組
み
は
全
国

に
広
が
っ
た
。
赤
穂
市
近

隣
で
も
「
加
古
川
か
つ
め

し
」「
日
生
カ
キ
オ
コ
」

な
ど
が
知
ら
れ
る
。
飲
食

店
関
係
者
に
よ
る
と
、
赤

穂
市
内
で
「
鶏
肉
の
レ
モ

ン
漬
け
」
を
提
供
し
て
い

る
店
は
ア
レ
ン
ジ
メ
ニ
ュ

ー
を
含
め
て
２０
軒
ほ
ど
あ

り
、
初
め
て
食
べ
た
観
光

客
か
ら
「
こ
れ
ま
で
に
食

べ
た
こ
と
の
な
い
美
味
し

さ
」
と
驚
き
の
声
が
上
が

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

１
日
に
加
里
屋
中
洲
の

市
民
会
館
で
設
立
総
会
が

あ
り
、
団
体
名
を
「
赤
穂

発
鶏
肉
の
レ
モ
ン
漬
け
ち

ゃ
ん
ね
る
」
に
決
定
。
居

酒
屋
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

１３
店
舗
が
加
盟
し
、
赤
穂

化
成
が
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
加
わ
っ
た
。
加
盟

店
マ
ッ
プ
や
目
印
と
な
る

の
ぼ
り
旗
な
ど
を
作
成

し
、
１２
月
の
赤
穂
義
士
祭

に
ブ
ー
ス
を
出
店
す
る
こ

と
を
決
め
た
ほ
か
、
来
春

に
は
市
内
で
「
鶏
肉
の
レ

モ
ン
漬
け
フ
ェ
ス
」
を
開

催
す
る
計
画
も
承
認
し

た
。

　

加
里
屋
で
「
居
食
家
わ

た
し
ん
家
」
を
経
営
す
る

河
東
孝
幸
さ
ん（
４０
）は
開

　

赤
穂
市
出
身
で
、
公
益

社
団
法
人
日
本
現
代
作
法

会
の
会
長
・
総
教
授
を
務

め
る
寒
川
由
美
子
さ
ん

が
、
初
の
著
書
『
必
見
！

人
生
を
豊
か
に
す
る　

失

敗
し
な
い
マ
ナ
ー
読
本
』

（
現
代
書
林
）
を
出
版
す

る
。１１
月
１０
日（
火
）発
売
。

「
マ
ナ
ー
は
思
い
や
り
」

と
の
考
え
を
基
本
に
、
日

常
生
活
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
、

冠
婚
葬
祭
ま
で
幅
広
い
作

法
を
解
説
し
て
い
る
。

　

同
書
は
「
マ
ナ
ー
の
先

に
あ
る
『
気
働
き
』
と
い

う
日
本
の
作
法
」
を
副
題

に
、「
言
葉
の
マ
ナ
ー
」

「
手
紙
・
メ
ー
ル
・
電
話

の
マ
ナ
ー
」「
食
事
の
マ

ナ
ー
」
な
ど
全
６
章
で
構

成
。
お
辞
儀
の
角
度
や
敬

語
の
使
い
方
、
名
刺
や
手

土
産
の
渡
し
方
、
食
事
や

焼
香
の
作
法
な
ど
を
イ
ラ

ス
ト
を
交
え
て
紹
介
し
て

い
る
。
単
に
形
式
を
覚
え

る
の
で
は
な
く
、
作
法
の

成
り
立
ち
や
理
由
を
知
る

こ
と
で
、
マ
ナ
ー
へ
の
理

解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
工

夫
し
た
と
い
う
。

　

寒
川
さ
ん
は
２
０
１
１

年
に
日
本
現
代
作
法
会
の

第
２
代
会
長
に
就
任
。
現

在
は
全
国
９
支
部
に
、
５

歳
か
ら
８０
代
ま
で
約
３
０

０
人
の
会
員
が
所
属
し
て

い
る
。
全
国
各
地
の
企
業

や
学
校
、
団
体
な
ど
で
マ

ナ
ー
講
座
や
研
修
に
携
わ

り
、
赤
穂
観
光
大
使
も
務

め
て
い
る
。

　

寒
川
さ
ん
は
「
マ
ナ
ー

は
思
い
や
り
。
思
い
や
り

を
実
際
に
言
葉
や
行
動
で

示
す
の
が
『
気
働
き
』
の

精
神
で
す
。
そ
の
心
が
家

庭
か
ら
ご
近
所
、
職
場
や

学
校
、
さ
ら
に
国
全
体
、

海
外
へ
と
広
が
れ
ば
、
究

極
的
に
は
世
界
平
和
に
つ

な
が
る
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
出
版
に
込
め
た
思

い
を
語
る
。

　

Ａ
５
判
１
４
４
㌻
、
税

込
み
１
５
４
０
円
。
全
国

の
書
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
販
売
す
る
。
発

売
日
の
１０
日
は
加
里
屋
の

寒
川
商
店
で
午
後
１
時
か

ら
６
時
ま
で
、
寒
川
さ
ん

本
人
に
よ
る
販
売
会
を
行

う
。（
写
真
は
初
の
著
書
を

出
版
す
る
日
本
現
代
作
法

会
の
寒
川
由
美
子
会
長
）

播
州
織
作
家

玉
木
新
雌
さ
ん

招
い
て
お
話
会

　

播
州
織
ブ
ラ
ン
ド
「
タ

マ
キ
ニ
イ
メ
」
代
表
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
玉
木
新
雌
さ

ん
を
招
い
た
お
話
会
が
１１

月
１４
日（
土
）、
福
浦
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
る
。
参
加
無
料
。

　

玉
木
さ
ん
は
西
脇
市
を

拠
点
に
、
播
州
織
の
伝
統

を
生
か
し
な
が
ら
色
も
形

も
一
つ
一
つ
異
な
る
「
イ

ッ
テ
ン
モ
ノ
」
の
作
品
を

生
み
出
し
、
播
州
織
の
魅

力
を
広
く
発
信
し
て
い

る
。
住
民
参
加
の
綿
作
り

で
ま
ち
お
こ
し
に
取
り
組

む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
福
浦
ふ
っ
く
ら
コ
ッ

ト
ン
」
が
「
第
１０
回
福
浦

ふ
っ
く
ら
コ
ッ
ト
ン
イ
ベ

ン
ト
」と
し
て
開
催
す
る
。

　

お
話
会
は
午
後
１
時
〜

３
時
。
終
了
後
に
は
写
真

撮
影
な
ど
も
予
定
し
て
い

る
。☎
０
９
０
・
７
３
５
７

・
１
８
６
４（
奥
道
さ
ん
）。

　

赤
穂
市
民
病
院
は
１０
月

３０
日
、
同
病
院
で
２
０
１

９
年
に
発
生
し
た
医
療
事

故
に
関
し
て
虚
偽
の
公
文

書
を
作
成
し
、
提
出
し
た

と
し
て
、
医
師
２
人
を
同

日
付
で
懲
戒
処
分
に
し
た

と
発
表
し
た
。
処
分
を
受

け
た
医
師
の
所
属
や
役

職
、
氏
名
を
公
表
し
て
い

な
い
が
、
当
時
医
療
事
故

が
多
発
し
た
脳
神
経
外
科

の
科
長
と
同
僚
医
師
と
み

ら
れ
る
。

　

発
表
に
よ
る
と
、
２
人

は
１９
年
１０
月
２
日
に
発
生

し
た
医
療
事
故
を
め
ぐ

り
、
術
操
作
を
行
っ
た
医

師
に
つ
い
て
、
事
実
に
反

す
る
内
容
を
記
載
し
た
文

書
を
共
同
し
て
作
成
。
病

院
の
医
療
安
全
管
理
者
に

提
出
し
た
。

　

こ
の
行
為
に
つ
い
て
病

院
は
、「
公
務
上
の
非
違

行
為
及
び
服
務
規
律
に
違

反
す
る
行
為
で
あ
る
と
同

時
に
、
市
職
員
全
体
の
信

と
、
市
内
の
飲
食
店
を
中

心
と
す
る
ま
ち
お
こ
し
グ

ル
ー
プ
が
１
日
、
発
足
し

た
。
各
店
で
ご
当
地
グ
ル

メ
と
し
て
提
供
す
る
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信

な
ど
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し
、

観
光
客
の
呼
び
込
み
に
つ

な
げ
る
狙
い
。
メ
ン
バ
ー

は
「
赤
穂
の
新
た
な
起
爆

剤
に
し
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

　

鶏
肉
の
レ
モ
ン
漬
け

は
、
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
て

油
で
揚
げ
た
一
口
大
の
鶏

肉
に
、
濃
口
し
ょ
う
ゆ
と

三
温
糖
、
レ
モ
ン
果
汁
を

合
わ
せ
た
た
れ
を
絡
め
た

お
か
ず
。
１
９
８
１
年
１２

月
に
「
か
し
わ
の
レ
モ
ン

漬
け
」
の
名
称
で
給
食
メ

ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
ら

れ
、
甘
酸
っ
ぱ
い
風
味
と

し
ょ
う
ゆ
の
香
り
で
子
ど

も
た
ち
に
大
人
気
と
な
っ

た
。「
あ
の
美
味
し
さ
を

家
庭
で
も
再
現
し
た
い
」

と
の
要
望
に
応
え
、
市
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
レ
シ

ピ
を
公
開
し
て
い
る
ほ

か
、
７
年
前
に
は
赤
穂
化

成
が
「
鶏
肉
の
レ
モ
ン
漬

け
の
た
れ
」
を
発
売
。
地

元
ス
ー
パ
ー
「
主
婦
の

店
」
の
惣
菜
コ
ー
ナ
ー
で

も
調
理
済
み
商
品
が
販
売

さ
れ
る
な
ど
、「
赤
穂
の

ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
」
と
し
て

長
年
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典

「
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

　 　

　 　

　 　

　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　
店
当
初
か
ら
鶏
肉
の
レ
モ

ン
漬
け
を
メ
ニ
ュ
ー
に
取

り
入
れ
て
お
り
、「
以
前

か
ら
地
元
な
ら
で
は
の
料

理
で
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

ぜ
ひ
協
力
し
た
い
」
と
団

体
発
足
を
歓
迎
。
会
長
に

就
任
し
た
「
あ
こ
ま
る
商

店
」
の
江
原
賢よ

し

信の
ぶ

さ
ん

（
３９
）は
「
加
盟
店
を
増
や

し
て
輪
を
広
げ
、
Ｂ
級
ご

当
地
グ
ル
メ
団
体
が
集
ま

る
『
愛
Ｂ
リ
ー
グ
』
に
も

加
入
し
た
い
。
ゆ
く
ゆ
く

は
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
の

開
催
を
赤
穂
に
誘
致
す
る

の
が
夢
」
と
構
想
を
広
げ

る
。

　

加
盟
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
江
原
会
長
☎
０
９

０
・
５
０
９
３
・
８
３
７

０
。（
写
真
は
「
鶏
肉
の

レ
モ
ン
漬
け
」
で
赤
穂
の

ま
ち
お
こ
し
を
図
ろ
う
と

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た

み
な
さ
ん
）
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市
民
ガ
イ
ド

関
西
福
祉
大
第
９
代
学
長

市
全
体
を
学
び
の
場
に

宮
本
要
太
郎
氏
が
構
想
語
る

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
９
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
８
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
９
１
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
３
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
２
０
６
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
１
７
６
０
円

ノ
ー
ト
級
６
０
０
６
０
円

セ
レ
ナ
級
６
８
２
６
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
遺
品
整
理・
生
前
整

理・
骨
董
品
買
取
＝
古
物

買
取
・
使
用
出
来
る
品
は

次
世
代
に
繋
げ
ま
す
。ご

み
処
分
、産
業
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
者
と
提
携
。見

積
も
り
無
料
。何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ

ね
」坂
越
☎
０
９
０
・
１
２

４
０
・
７
４
６
１

　

▼「
く
ら
電
」＝
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
の
取
替
を
さ
れ
る

方
に
。国
か
ら
の
補
助
金

が
貰
え
ま
す
。予
算
上
限

に
達
し
次
第
補
助
金
は
終

了
し
ま
す
。補
助
金
対
象

機
種
や
お
見
積
り
等
、当

店
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。日
曜
定
休
。

朝
日
町
☎
25
・
1
３
８
１

　

▼「
硝
州
屋
大
西（
が
ら

す
や
お
お
に
し
）」＝
鏡
、

硝
子
、テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
、

サ
ッ
シ
、網
戸
の
新
設
や

修
理
の
こ
と
な
ら
お
任

せ
。無
料
見
積
も
り
い
た

し
ま
す
。鏡
、硝
子
の
オ
ー

ダ
ー
カ
ッ
ト
加
工
も
お
任

せ
。三
樋
町
１８
の
４
☎
４３
・

５
４
１
４

　

▼
良
縁
ご
紹
介
・
結
婚

相
談
お
世
話
致
し
ま
す
＝

30
歳
代
〜
70
歳
代
の
男
女

募
集
。
結
婚
紹
介
業「
さ

く
ら
ん
ぼ
の
会
」
寿
町
２

の
３
☎
０
９
０
・
８
５
３

９
・
６
７
８
７（
山
本
た

え
こ
）

　

▼
防
犯
カ
メ
ラ
専
門

「
２１
商
事
」
＝
最
適
な
監

視
・
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
や
防
犯
対
策
を
ご
提

案
。
ス
マ
ホ
で
い
つ
で
も

ご
自
宅
、店
舗
確
認
Ｏ
Ｋ
。

見
積
無
料
。
お
気
軽
に
ご

相
談
を
。
加
里
屋
☎
０
５

０
・
７
１
０
７
・

６
２
３
６
（
代
表

者
・
濱
田
）

　

▼
『
出
張
買
取
』
サ
イ

ク
ル
ヒ
ッ
ト
赤
穂
店
＝
サ

イ
ク
ル
ヒ
ッ
ト
で
は
ご
自

宅
・
倉
庫
・
事
務
所
等
へ

お
邪
魔
し
て
の
『
出
張
買

取
』
サ
ー
ビ
ス
を
長
年
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。『
出

張
買
取
』
は
ご
自
身
の
車

で
は
運
び
に
く
い
家
具
・

家
電
や
、
大
量
の
荷
物
な

ど
の
場
合
が
オ
ス
ス
メ
で

す
。
①
ま
ず
は
お
電
話

（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
可
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
）
②
予
定
を

決
め
お
邪
魔
し
て
現
物
確

認
③
お
見
積
り
（
こ
こ
ま

で
は
完
全
無
料
で
す
）
④

ご
承
認
後
に
実
施
、
と
い

う
流
れ
に
な
り
ま
す
。
専

門
知
識
を
持
っ
た
ス
タ
ッ

フ
が
お
伺
い
し
、
初
め
て

の
方
に
も
懇
切
丁
寧
に
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
○
店
舗
へ

の
持
ち
込
み
も
大
歓
迎
で

す
。
営
業
時
間
内
（
毎
日

10
～
19
時
）
は
い
つ
で
も

ど
う
ぞ
。
関
西
福
祉
大
向

か
い
☎
４６
・
５
０

８
０

　

▼
「
五め

月い

」
特
製
お
せ

ち
、
ご
予
約
承
り
中
＝
新

年
の
食
卓
を
華
や
か
に
彩

る
、
心
を
込
め
た
お
料
理

を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

○
お
せ
ち
料
理
４
人
前
３

万
３
０
０
０
円
、
２
人
前

１
万
６
５
０
０
円
○
お
正

月
オ
ー
ド
ブ
ル
１
万
５
０

０
０
円
。
数
量
限
定
。
ご

予
約
は
お
早
め
に
。
皆
さ

ま
の
ご
予
約
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
中

銀
裏
☎
４３
・
４
８
４
５

　

▼
「
ラ
・
セ
ー
ヌ
洋
菓

子
店
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

＝
１１
月
７
日（
土
）・
９
日

（
月
）、フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ル

１
本
１
６
０
０
円
で
販
売

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
営
業

９
時
半
〜
１７
時
半
。
商
議

所
北
☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
正
社
員
・
パ
ー
ト
ア

ル
バ
イ
ト
大
募
集
＝
○
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
て
灯

油
、
軽
油
、
重
油
等
の
配

送
業
務
。
乗
車
車
両
２
㌧

車
、
大
型
車
（
大
型
免
許

お
持
ち
の
方
）。
長
期
キ

ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
募
集

年
齢
４０
歳
ま
で
（
定
年
６０

千
種
川
河
川
敷
が
臨
時
駐

車
場
で
す
。
周
辺
地
域
へ

の
駐
車
は
禁
止
で
す
。
☎

０
９
０
・
３
６
７
４
・
６

５
７
６
（
赤
穂
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
・
矢
野
）

　

▼
第
１８
回
群
象
の
会
展

＝
１１
月
９
日
（
月
）
ま
で

赤
穂
化
成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
１
階
展
示
室
で
１０
時

〜
１７
時
（
最
終
日
は
１６

時
）。
絵
画
、
写
真
、
版

画
、
工
芸
の
各
分
野
の
８

人
が
計
約
４０
点
を
出
品
し

て
い
ま
す
。
☎
４３
・
７
５

９
５
（
氏
平
）

　

▼
毎
月
第
２
火
曜
日

「
が
ん
サ
ロ
ン
赤
穂
」
＝

が
ん
患
者
や
家
族
が
療
養

情
報
を
共
有
し
、
気
持
ち

を
分
か
ち
合
う
場
で
す
。

今
月
は
１１
月
１０
日
、
総
合

福
祉
会
館
で
１０
時
半
〜
正

午
。
無
料
、
申
込
不
要
。

が
ん
患
者
会
「
は
ま
な
す

の
会
」
太
子
町
米
田
☎
０

７
９
・
２
７
７
・
２
７
６
４

　

▼
起
立
性
調
節
障
害

「
そ
よ
風
ひ
ろ
ば
」
＝

『
お
金
の
不
安
に
振
り
回

さ
れ
な
い
マ
マ
に
な
る

！
』
１１
月
２８
日
（
土
）、

塩
屋
公
民
館
で
１３
〜
１５

時
。
参
加
費
３
０
０
円

（
会
員
は
無
料
）
○
同
日

１１
〜
１３
時
は
不
登
校
、
起

立
性
調
節
障
害
に
関
す
る

本
を
自
由
に
閲
覧
で
き
ま

す
。
☎
０
９
０
・
３
７
２

４
・
１
８
２
９
（
あ
い
ざ

わ
貴
代
）

　

▽
８
日
＝
梶
原
外
科

（
さ
つ
き
町
３５
の
２
）
☎

４２
・
９
９
３
４

歳
）。
要
危
険
物
乙
４
、

普
通
自
動
車
免
許
、
大
型

自
動
車
免
許
（
あ
れ
ば
尚

可
）。
勤
務
時
間
８
時
〜

１７
時
、
７
時
〜
１６
時
。
給

与
２３
万
円
～
（
賞
与
年
２

回
）
○
赤
穂
東
Ｓ
Ｓ
、
赤

穂
イ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｓ
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
の
給
油
及

び
洗
車
や
軽
作
業
。
正
社

員
／
営
業
時
間
内
（
７
時

〜
１９
時
）
で
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
。
月
給
２０
万
円
～

（
年
齢
経
験
に
よ
る
昇
給

・
賞
与
あ
り
）
危
険
物
免

許
あ
れ
ば
尚
良
し
。
パ
ー

ト
ア
ル
バ
イ
ト
／
営
業
時

間
内
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
（
任
意
希
望
時
間
）。時

給
１
１
７
２
円
～
。「
前
田

石
油
㈱
」
中
広
１
７
９
の

６
☎
４３
・
２
６
８
８

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
配

達
／
決
ま
っ
た
ル
ー
ト
を

順
番
通
り
に
配
達
し
ま

す
。
午
前
１
時
半
か
ら
２

〜
３
時
間
程
。１０
万
円
〜

１４
万
円（
部
数
に
よ
る
）。

配
達
地
域
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。「
神
戸
新
聞
赤

穂
専
売
所
」
加
里
屋
☎
４３

・
５
７
０
０

　

▼
し
あ
わ
せ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
・
フ
ク
シ
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
＝
１１
月
８
日

（
日
）１０
〜
１４
時
、
赤
穂
市

総
合
福
祉
会
館
で
開
催
。

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

　
関
西
福
祉
大
学
の
第
９

代
学
長
に
宮
本
要
太
郎
氏

が
１０
月
１
日
付
け
で
就

任
。
地
域
と
大
学
が
互
い

に
支
え
合
う
新
た
な
連
携

の
あ
り
方
と
し
て
「
赤
穂

ま
る
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
」

構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。

大
学
の
敷
地
内
だ
け
で
な

く
、
市
内
全
体
を
学
生
の

学
び
の
場
と
位
置
付
け
、

市
民
と
の
交
流
や
地
域
課

題
へ
の
関
わ
り
を
広
げ
て

い
き
た
い
考
え
だ
。

　
宮
本
氏
は
「
大
学
と
い

う
の
は
、
高
校
を
卒
業
し

た
人
が
４
年
間
通
う
だ
け

の
場
所
で
は
な
い
」
と

し
、
地
域
で
働
く
社
会
人

な
ど
が
資
格
取
得
や
教
養

を
深
め
る
た
め
に
大
学
を

利
用
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
の
充
実
を
構
想
。「
地

域
の
人
が
気
軽
に
学
び
に

来
ら
れ
る
場
に
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

　
一
方
、
学
生
に
と
っ
て

も
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
だ

け
が
学
び
の
場
で
は
な
い

と
す
る
。
福
祉
、
教
育
、

看
護
な
ど
の
実
習
だ
け
で

な
く
、「
学
生
が
市
内
の

い
ろ
ん
な
場
所
で
地
域
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
び
合

う
。
赤
穂
市
全
体
が
キ
ャ

ン
パ
ス
と
い
う
よ
う
な
形

に
し
た
い
」
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
思
い
描
く
。

「
地
域
住
民
が
大
学
で
学

び
、
地
域
が
学
生
を
育
て

る
」。
そ
う
し
た
双
方
向

の
関
係
を
目
指
す
と
い

う
。

　
「
地
域
も
若
い
人
が
少

な
く
な
り
、
元
気
が
失
わ

れ
て
い
く
部
分
が
あ
る
。

大
学
も
少
子
化
の
影
響
を

強
く
受
け
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
お
互
い
が
お
互
い
を

支
え
合
う
関
係
に
な
れ
な

い
か
」

　
学
生
に
は
、
教
室
の
外

へ
出
て
地
域
の
人
と
関
わ

り
、
時
に
は
意
見
を
ぶ
つ

け
合
う
経
験
も
し
て
ほ
し

い
と
願
う
。

　
「
人
は
、
い
ろ
ん
な
人

と
の
関
係
の
中
で
成
長
し

て
い
く
。
自
分
と
同
じ
考

え
の
人
だ
け
で
は
な
く
、

違
う
考
え
や
、
自
分
に
は

な
い
経
験
を
持
つ
人
と
出

会
っ
て
ほ
し
い
。
直
接
会

っ
て
、
相
手
の
言
葉
を
ゆ

っ
く
り
聞
い
て
、
そ
れ
に

自
分
の
言
葉
を
返
す
。
そ

う
い
う
経
験
の
積
み
重
ね

が
人
間
力
を
育
て
る
。
赤

穂
と
い
う
地
域
全
体
の
中

で
、
そ
う
い
う
学
び
が
で

き
る
大
学
に
し
て
い
き
た

い
」

　
専
門
は
宗
教
学
。
趣
味

は
読
書
、
テ
ニ
ス
、
カ
ラ

オ
ケ
で
、
ゴ
ル
フ
も
始
め

る
予
定
と
い
う
。
宮
崎
県

高
鍋
町
出
身
。
６６
歳
。

（
写
真
は
関
西
福
祉
大
学

の
第
９
代
学
長
に
就
任
し

た
宮
本
要
太
郎
氏
）

令
和
８
年
秋
の
叙
勲

井
本
学
明
さ
ん

に
瑞
宝
双
光
章

　
令
和
８
年
秋
の
叙
勲
の

受
章
者
が
３
日
ま
で
に
発

表
さ
れ
、
大
津
の
井
本
学

明
さ
ん
（
７５
）
が
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
し
た
。

　
井
本
さ
ん
は
加
古
川
刑

務
所
教
誨
師
を
務
め
て
お

り
、
矯
正
教
育
功
労
で
受

章
が
決
ま
っ
た
。
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